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第 2 章では、切削加工変質層諸因子の生成機構を、層状、球状のセメンタイトの比体積1.0x 10 -2 
~14.1X10-2 について検討し、切削抵抗、切削温度との相関関係を述べた。
第 3 章では、第 2 章と同様に切削について検討し、さらに熱残留応力発生の数値解析を試み、つぎ
にセメンタイト相の残留応力測定装置を試作した。
第 4 章では、亜共品から過共品に至る第 2 相粒子の切削・研削加工変質層の微細化組織の生成機構
を模型的に明らかにした。






第 7 ， 8, 9 章では、主に難削材の加工変質層諸因子の軽減加工方法を述べた。








第 9 章では、被削材脆化を化学的方法、つまり水素添加によって、 0.5%C鋼以下の延性の著しく大
なる範囲で大きな軽減が得られることを示した。
第10章は以上の総括である。
論文の審査結果の要旨
鋼を機械部品として用いるとき、信頼性向上のために、その切削・研削時に生じる加工変質層を考
慮せねばならない時代が目前に来ている。本論文はいち早くこの問題をとらえ、加工変質層の生成機
構と、それが残留応力・硬さ・疲れ強さの機械的性質に及ぼす影響を見出し、加工変質層軽減の方法
についての包括的な研究成果をまとめたものである。鋼の切削・研削加工変質層の生成はセメンタイ
ト組織に生じる変形が重要なことに着目して、この関連について研究し、セメンタイト層の残留応力
測定装置を試作している。また、各種快削鋼については、 Te介在物の存在が変質層軽減に効果的なこ
とを見出している。そのほか疲れ強さ向上のためには、圧縮残留応力よりも加工硬化層の方が有効な
こと、焼入焼戻材の変質層には焼戻温度が最も重要な影響を与えることなどを広汎な実験によって研
究している。
また切削・研削加工変質層軽減についての具体的加工技術について研究し、高温切削法、ジェット
注液研削法が有効なことを提唱している。
以上のように本論文は鋼の加工変質層について多くの新しい知見を得ており、重要な研究成果を挙
げているので、工学上また工業上貢献するところが大きく、博士論文として価値あるものと認める。
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